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　大麻町大谷で第３回「大谷焼の里」スプ
リングフェスタが４月29日、 30日に開催
され、多くの家族連れなどが作陶体験や
スタンプラリーなどを楽しみました。
　各窯元で作陶体験ができるコーナーは
例年人気で、今年も親子やカップルらが
真剣なまなざしでオリジナルの作品を作
り上げていました。

上手にできるかな？ 

わくわく! 大谷焼作陶体験

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 6
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2平成24年６月号

　

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
中
小
企
業
の
成
長
に
よ
る
経
済
の
活

性
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在
の
商

工
業
振
興
施
策
に
加
え
て「
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」を
実
施
し
ま
す
。

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」と

は
、
企
業
家
精
神
あ
ふ
れ
る
地
元
の
中
小

企
業
が
活
躍
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
創

出
し
、
地
元
企
業
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
政
策
で

す
。
こ
の
政
策
は
主
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
実
施
地
域
で
は
、

15
年
の
間
で
雇
用
２
倍
・
税
収
３
倍
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
こ
の
政

策
を
行
う
場
合
に
は
、
地
域
の
社
会
経
済

的
な
風
土
に
応
じ
た
企
業
へ
の
支
援
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
日
本
で
の
第
一
人
者
で
あ
る
拓

殖
大
学
政
経
学
部 

山
本
尚
史 

教
授
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
新
し
い
取

り
組
み
を
支
え
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
企
業
家
同
士
の

交
流
促
進
や
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
中
長
期
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
市
の
産
業
の
状
況
は
、
商
業
・
工
業
と

も
に
事
業
所
数
・
商
店
数
、
従
業
者
数
、

製
造
品
出
荷
額
・
商
品
販
売
額
が
減
少
し

て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

将
来
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
ま
す
ま
す
進
む
恐
れ
が
あ
り
、
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

◆
新
た
な
経
済
活
性
化
施
策

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」の
推
進
に
つ
い
て

現
在
の
産
業
の
状
況

問 

市
役
所　
商
工
政
策
課　

　

 

☎
６
８
４・１
１
５
８ 

人口・高齢化率の動向

平成２２年
  人口	 ６１，５１３人
  高齢化率	 ２６．７％

平成３３年の推計人口
  人口	 ５５，２６１人
  高齢化率	 ３４．６％

工業の状況（工業統計調査より）
平成１０年

  事業所数	 ３１１カ所
  従業者数	 ６，１１１人
  製造品出荷額	 ２，１４０億円

平成2０年
  事業所数	 ２３０カ所
  従業者数	 ５，１４２人
  製造品出荷額	 １，３４９億円

減少

卸小売業の状況（商業統計調査より）
平成８年

  商店数	 １，１００店
  従業者数	 ４，５９９人
  商品販売額	 ９７５億円

平成１９年
  商店数	 ７９６店
  従業者数	 ４，２４２人
  商品販売額	 ７７４億円

減少

ますます、商工業ともに厳しい状況へ

さらに

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

中小企業の元気が鳴門市の元気! 商工業振興への取り組み

画像提供：エドワード・ロゥ財団
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大
学
・
高
校
の
新
卒
者
な
ど
若
者
や
失

業
者
の
市
内
で
の
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

開
催
時
期
な
ど
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
合
同
就
職
面
接
会
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
独
自
で
は
解
決
困
難
な
経
営
や
Ｉ
Ｔ
化

に
関
す
る
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
市
内

の
中
小
企
業
者
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

創
業
を
予
定
し
て

い
る
方
な
ど
に
、

専
門
的
知
識
と
経

験
を
持
つ
サ
ポ
ー

タ
ー
や
公
的
資
格

な
ど
を
有
す
る
専

門
家
を
無
料
で
派

遣
し
ま
す
。

※
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
こ
れ
ま
で
企
業
で
多
く
の
知
識
・
経
験

を
積
ま
れ
た
方
を
募
集
し
ま
す
。
１
回
３

時
間
程
度
の
中
小
企
業
な
ど
へ
の
派
遣
に

応
じ
ら
れ
る
意
欲
の
あ
る
方
、
皆
さ
ん
の

力
を
市
の
産
業
振
興
の
た
め
に
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
10
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
う
ず
と
く
商
品

券
」（
使
用
期
間
平
成
24
年
７
月
１
日（
日
）

～
12
月
31
日（
月
））の
一
般
販
売
を
６
月

30
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
鳴
門
市
市
民
会

館
で
行
い
ま
す
。発
行
総
額
は
１
億
円
で
、

売
り
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
鳴
門
商
工
会
議
所
☎
６
８

５
・
３
７
４
８
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
市
内
に
事
業
所
を
新
設
・
増
設
・
移
転

し
た
企
業
を
対
象
に
、
補
助
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。
補
助

金
額
は
３
年
間
の
固

定
資
産
税
に
相
当
す

る
額
で
す
。（
補
助
要

件
に
よ
っ
て
上
限
あ

り
）

　
今
年
度
、市
で
は「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
」を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

中
小
企
業
へ
の
訪
問
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
に「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、講
演
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
な
日
程
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
順
次

掲
載
し
ま
す
。

企
業
立
地
奨
励
補
助
金

合
同
就
職
面
接
会
の
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

◆
市
の
商
工
業
振
興
施
策

おり設けています。設備資金や運転資
金など事業資金が必要な方は、ぜひご
利用ください。

中小企業向け融資制度

制度名 融　資　対　象 限　度　額 利率（年）保証料（年） 融資期間
小 規 模 企 業
小 口 資 金

市内に事業所を有し、従業員数が20人
（サービス業は５人）以下で、現事業を
１年以上継続している中小企業者。

1,250万円 2.1％ 1.0％以内 設備･運転７年以内
（1年以内据置）

経 営 基 盤
パワーアップ資金

市内に事業所を有し、現事業を１年以上
継続している中小企業者で、市内で移転
や設備の更新などを行う方。

 設備＝5,000万円／  
 市指定用地へ移転の 
 場合＝7,000万円／   
 運転＝2,000万円

2.5％ 0.7％以内
設備10年以内、運 転
７年以内（ともに１年
以内据置）

開業者スタート
ア ッ プ 資 金

市内で新たに事業を開始しようとする方
（開始後１年未満も含む）で、経験など
要件を満たす20歳以上の方。

1,500万円 2.35％ 0.4％以内 設備･運転７年以内
（１年以内据置）

　
　市では、市内の中小企業者を対象に設備資金や運転
資金に活用してもらおうと、各種融資制度を下表のと

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
元
気
が

鳴
門
市
の
元
気
！

多
く
の
方
の
参
加
を

平成24年度エコノミックガーデニング推進予定表

見本

見本

事
業
所
ニ
ー
ズ
調
査
開
始

第
一
回
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

　
　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
演
会
開
催

事
業
所
ニ
ー
ズ
調
査

　
　

中
間
取
り
ま
と
め

第
二
回
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

　
　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
演
会
開
催

第
三
回
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

　
　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
演
会
開
催

事
業
所
ニ
ー
ズ
調
査

　
　

最
終
と
り
ま
と
め

３月 25年１月 10月 ９月 ７月 ５月

今年度のデザインは鳴門市マスコット
キャラクターの「うずしおくん」です。



4平成24年６月号

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
開
催

▲

６月より市職員などによる講座の出前を行います

福祉

35
次
世
代
育
成
支
援
対
策
後
期
行
動
計
画
に
つ
い
て

子

ど

も

い
き
い
き
課

36

幼
児
期
の
食
生
活

37

高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

長
寿
介
護
課

38

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

39

国
民
健
康
保
険
制
度

保

険

課

40

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

健康

41

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
課

42

生
活
習
慣
病
の
予
防

（
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
）

健
康
づ
く
り
課・

保

険

課

43

健
康
づ
く
り
と
食
生
活

健
康
づ
く
り
課

44

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

環境

45

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
し
ご
と

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
廃
棄

物
対
策
課

46

ご
み
問
題
と
リ
サ
イ
ク
ル

47

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進

48

水
環
境
と
生
活
排
水
対
策

環
境
政
策
課

49

家
庭
で
取
り
組
む
地
球
温
暖
化
対
策

建設

50

鳴
門
市
の
下
水
道
事
業

下
水
道
課

51

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
課

52

景
観
に
つ
い
て
考
え
よ
う

農政

53

鳴
門
の
農
産
物

農
林
水
産
課

54

農
業
振
興
の
た
め
の
整
備
事
業

水
産

55

鳴
門
の
漁
業

観光

56

観
光
の
宝
箱　
鳴
門
全
編

観
光
振
興
課

57

ニ
ー
ハ
オ
！
中
国
文
化
講
座

商工業

58

鳴
門
の
地
場
産
品

商
工
政
策
課

59

鳴
門
の
商
工
業
を
応
援
し
ま
す

教育

60

青
少
年
こ
そ
！
地
域
活
動
の
牽
引
者

生
涯
学
習
人
権
課

61

も
の
か
ら
見
る
鳴
門
の
歴
史

62

ち
ょ
っ
と
昔
の
道
具
と
く
ら
し

63

人
権
問
題
解
決
に
向
け
て

64

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

体
育
振
興
室

65

図
書
館
資
料
を
使
い
こ
な
そ
う

図

書

館

66

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

67

学
校
給
食
と
食
育
に
つ
い
て

教
育
総
務
課

68

新
し
い
教
育
の
方
向

学
校
教
育
課

69

幼
稚
園
の
お
は
な
し

70

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

教
育
支
援
室

分
類
番
号

講
　
　
座
　
　
名

担
　
当
　
課

市政

１

鳴
門
市
の
財
政
状
況

財

政

課

２

鳴
門
市
の
行
政
改
革

３

鳴
門
市
の
情
報
公
開

総

務

課

４

く
ら
し
に
役
立
つ
税
の
お
は
な
し

税

務

課

５

あ
な
た
の
大
切
な
資
産
の
状
況
は

６

第
六
次
鳴
門
市
総
合
計
画

企

画

課

７

レ
ッ
ツ
！
地
デ
ジ

秘
書
広
報
課

８

鳴
門
市
の
広
報
と
広
聴
事
務

９

電
子
自
治
体
時
代
に
向
け
て

情
報
化
推
進
室

10

四
国
横
断
自
動
車
道

土

木

課

11

市
民
課
の
窓
口
業
務
の
お
は
な
し

市

民

課

12

国
民
年
金
の
し
く
み

13

豊
か
な
地
域
づ
く
り

市
民
協
働

推

進

課

14

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
と
そ
の
運
営

15

交
通
安
全
を
心
掛
け
よ
う

16

鳴
門
市
自
治
基
本
条
例

17

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

18

地
震
に
備
え
て

危
機
管
理
課

19

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
に
つ
い
て

20

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

人
権
推
進
課

21

す
べ
て
の
人
の
人
権
を
確
立
す
る
た
め
に

22

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
人
権

23

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
？

24

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！！　
児
童
虐
待

25

農
地
転
用

農
業
委
員
会
事
務
局

26

選
挙
の
し
く
み

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

27

監
査
の
し
ご
と

監
査
委
員
事
務
局

28

鳴
門
市
の
議
会

議
会
事
務
局

文化振興
国際交流

29

郷
土
の
世
界
的
偉
人「
賀
川
豊
彦
」

文
化
交
流

推

進

課

30

鳴
門
市
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動

31

グ
ー
テ
ン
・
タ
ー
ク
！
ド
イ
ツ
文
化
講
座

32

第
九
初
演
の
お
話

福祉

33

社
会
福
祉
制
度

社
会
福
祉
課

34

障
が
い
者
福
祉
制
度

「 

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
と
は
・
・
・
？ 

」

　
こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
申
し
込
み
に
応
じ
て
市
役
所
職

員
な
ど
が
学
習
の
場
に
出
向
き
、

市
政
の
仕
組
み
や
制
度
・
事
業
内

容
な
ど「
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
、
聞

い
て
み
た
い
、
身
に
付
け
た
い
」と

思
う
こ
と
を
、
楽
し
く
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
気
軽
に
学
び
合
う

こ
と
が
で
き
る
学
習
機
会
で
す
。

　
今
年
度
も
、
鳴
門
教
育
大
学
の

先
生
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の

ご
協
力
に
よ
る
講
座
も
開
設
さ

れ
、
充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り

ま
し
た
。
お
役
に
立
つ
講
座
を
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
学
習
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
講
座
を
利
用
で
き
る
の
は

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
方
が
つ
く
る
10
人
以
上
の
団

体
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
政
治
や

宗
教
、営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
、

苦
情
や
陳
情
な
ど
出
前
講
座
の
目

的
に
反
し
て
い
る
場
合
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。
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消防

71

知
っ
て
お
き
た
い
火
災
を
起
こ
さ
な
い
知
識

消
防
本
部

予

防

課

72
不
慮
の
事
故
や
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
応
急
手
当

73

消
防
の
し
ご
と

消
防
本
部
総
務
課

公営企業

74

市
営
バ
ス
事
業
の
概
要

運
輸
事
業
課

75

水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し

水
道
事
業
課

76

鳴
門
市
の
競
艇
事
業
に
つ
い
て

競
艇
企
画
管
理
課

文化振興

77

鳴
門
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動

文
化
交
流
推
進
課

78

大
正
琴
入
門

79

邦
楽
入
門

80

俳
句
入
門

81

俳
画
入
門

82

短
歌
入
門

83

川
柳
入
門

84

墨
絵
入
門

85

絵
手
紙
入
門

86

華
道
入
門

87

鳴
門
の
郷
土
史

88

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
入
門

89

第
九
を
歌
お
う

90

陶
芸
入
門

91

ト
ー
ル
ぺ
イ
ン
ト
入
門

92

箏
曲
入
門

鳴門教育大学

93
支
援
を
つ
な
ぐ
た
め
に（
校
内
連
携
、学
校
と
家
庭
の
連
携
）

鳴
門
教
育
大
学
の

先
生
に
よ
る
講
座

94
２
０
２
０
年
の
南
海
地
震
に
備
え
た
学
校
危
機
管
理

95

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て

鳴門教育大学

96

ス
ト
レ
ス
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
？

鳴
門
教
育
大
学
の

先
生
に
よ
る
講
座

97

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
教
育
的
効
果

98

地
学
が
解
き
明
か
す
歴
史
の
謎

99
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
地
学
の
知
識

100
地
域
の
民
話
を
題
材
に
し
た
影
絵
・
切
り
絵
と
音
楽

101
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

102

身
近
な
科
学
を
探
究
す
る
理
科
実
験

103

①
日
本
社
会
の
歴
史（
古
代
・
中
世
）②
日
本

仏
教
の
歴
史
③
四
国
遍
路
の
歴
史

104

①
古
代
の
都
の
構
造
②
地
図
か
ら
古
代
の
阿

波
国
の
交
通
路（
道
路
）を
さ
ぐ
る
。
③
古
代

阿
波
国
の
中
心
地（
国
府
）の
構
造
を
さ
ぐ
る
。

105

放
射
線
に
つ
い
て

106

国
際
比
較
か
ら
み
る
日
本
の
家
族

107

消
費
者
問
題
と
消
費
者
教
育

108

世
界
の
中
の
日
本

～
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

109

脳
科
学
と
教
育

110

こ
と
ば
の
多
様
性
に
つ
い
て

～
日
本
語
を
見
直
そ
う
～

111

部
活
動
に
お
け
る
救
急
法
と
テ
ー
ピ
ン
グ

112

マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

113

今
、
世
界
の
学
校
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

～
松
茂
の
人
た
ち
が
や
っ
た
こ
と
、
や
っ
て

い
る
こ
と
～

◇
開
催
場
所
・
時
間

　
学
習
会
場
は
、
申
込
者
に
ご
用

意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
し

て
も
適
当
な
会
場
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
原

則
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
２
時
間
以
内
と
し
ま
す
。

◇
講
師
料

　
講
師
の
派
遣
は
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
講
座
に
必
要
な
材
料
費
な

ど
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　
希
望
す
る
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
、
講
座
名
、
受
講
者
名
、
場

所
、希
望
日
時
な
ど
を
申
込
書（
必

要
な
方
は
左
記
ま
で
）に
記
入
し
、

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課

（
☎
６
８
６
・
８
８
０
７
／
FAX６

８
６
・
８
８
０
５
）へ
。

毎月第一土曜日市民課開設のお知らせ
　市役所市民課（本庁舎１階）では、毎
月第一土曜日の午前８時30分～午後０
時30分まで（ただし、祝日を除く）下記
の交付事務を行っています。
【取り扱い業務】戸籍謄抄本・除籍謄抄
本交付、住民票の写しなどの交付、印
鑑登録証明書交付
　住所の異動、印鑑登録などはできま
せんので、ご注意ください。　　　
※７月７日の第一土曜日は、住基法改
正による機器入替工事のため、市民
課開設は中止とさせていただきます
のでご了承ください。

自動発行機休止のお知らせ
○本庁舎発電機設置工事のため、６月
23日（土）は終日休止になります。
○７月７日（土）、７月８日（日）は、住
基法改正による機器入替工事のため、
終日休止させていただきます。

2012年7月9日から
外国人の方の住民登録制度および
新在留管理制度がスタートします。
変更点
①外国人住民の方にも、「住民票」が作成
され、写しなどが交付できるように
なります。
②居住地の変更時には、「転入」・「転出」
の手続きが必要となります。
③外国人登録制度が廃止されます。
　現在の外国人登録証明書は一定の期
間有効です。

◦在留資格の変更や在留期間の更新時
の届け出について
　外国人登録制度では、在留資格の変
更や在留期間の更新などの手続きは入
国管理局で許可を受けた後、さらに市
役所でも届け出をする必要がありまし
たが、改正後は入国管理局での手続き
のみになり、市役所への届け出は必要
がなくなります。

問い合わせ先　
　市役所 市民課
　☎６８４・１１３５

市民課からのお知らせ

住民課

転入届
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みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」
連載

「自分たちのまちは自分たちでつくろう!」
　「市民が主役のまちづくり」に向けて、市民の皆さんの自主的・積極的なまちづくり活動が行われています。
地区自治振興会、ボランティア団体、ＮＰＯ法人などへの参加を通じた市民活動は、行政だけでは対応が難
しいさまざまな公共的サービスを提供しながら「社会貢献」へとつながっています。
　今月号では、社会貢献活動の促進と連携に向けた協働事例をご紹介します。

　市では、市民の皆さんの主体的
な取り組みが、積極的に展開される
よう支援していきます。
　市内で行われるボランティア活動
の予 定や、メン
バー募集に関す
ることなど下記の
市民協働推進課
まで情報をお寄
せください。

　鳴門市自治振興連合会では、過疎に悩む漁村（愛媛県双海町）を、独自
のアイディアとパワーで年間55万人の集客を誇る観光地へと導いた“まちづ
くりの名物男”“観光カリスマ”である若松進一氏を講師に迎え、どなたでも
参加できる楽しい研修会を開催します。多くの方のご参加をお待ちしています。
日　時　６月22日（金）午後２時30分から４時まで
　　　　（申込不要・受講無料）
場　所　市役所共済会館　３階大会議室
講　師　「人間牧場主・年輪塾塾長」若松進一氏
演　題　「まちづくりの新しい風」
　　　　　　～夕日の町からのメッセージ～

情報発信をサポートしますコミュニティ研修会  【鳴門にまちづくりの新しい風を巻き起こそう!!】

☎ FAX E-mail 

　豊かな地域社会の形成に向けて、社会貢献活動を促進することは、市と地域の共通課題です。市内では、
市民活動に関わる人たちが、お互いの活動を語り合い、学びあうことを通して社会貢献活動のさらなる発
展を目指して、市民活動交流研修会が毎年開催されています。

●実行委員会の手づくりによる運営

実行委員会メンバー　鳴門市ボランティア連絡協議会 ／ 鳴門市自治振興連合会 ／ 鳴門市花街道・地域づくりネットワーク 
JCI テレワーカーズ・ネットワーク ／ 鳴門市ボランティアセンター ／ 鳴門市市民活動支援センター ／ 鳴門市

　この研修会は、実行委員会により、企画から準備まで「手づくり」による運営が行われています。毎年、
講師を招いての講演会や、ボランティア団体、ＮＰＯ法人による活動報告が行われ、市民の皆さんの理解
が深まっています。また、市民提案制度でいただいた意見を取り入れ、団体相互、団体と社会貢献活動に
関心のある市民の皆さんをつなぐマッチングフェアが行われるなど、ネットワークが広がっています。

●研修会の開催状況（平成24年１月、うずしお福祉フェスティバルと同時開催）

講演会
「カラーユニバーサルデザインを学ぼう」

活動内容の報告 マッチングフェアの開催

　

　今後も、一人でも多くの皆さんに市民活動交流研修会に参加していただき、社会貢献活動に対する理解
と活動の輪が広がるよう、さらなる充実を図っていきます。
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国
民
健
康
保
険
料

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
料

は
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化

に
伴
い
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
健
全
な
国
保
会
計
を

維
持
す
る
た
め
、
下
表
の
と
お

り
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
率

を
決
定
し
ま
し
た
。

表：国民健康保険　保険料率

医療分 支援分 介護分

所得割率 10.23％ 1.03％ 1.84％

資産割率 37.74％ 3.78％ 6.81％

均等割額 25,700円 3,200円 8,500円

平等割額 24,600円 3,100円 4,800円

賦課限度額 51万円 14万円 12万円

【医療分】　所得割　（300万円－基礎控除33万円）
　　　　　　　　　　　　   × 10.23% = 273,141円
　　　　　資産割　　 5万円 × 37.74% =   18,870円
　　　　　均等割　25,700円 × 　　3人 =   77,100円
　　　　　平等割　24,600円
　　　　　　　計 393,700円（100 円未満切り捨て）

【支援分】　所得割　（300万円－基礎控除33万円）
　　　　　　　　　　　　　×   1.03% =   27,501円
　　　　　資産割　　 5万円 ×  3.78% =　 1,890円
　　　　　均等割　 3,200円 × 　　3人 = 　9,600円
　　　　　平等割 　3,100円
　　　　　　　計　42,000円（100円未満切り捨て）

【介護分】　所得割　（300万円－基礎控除33万円）
　　　　　　　　　　　　　×  1.84% =  49,128円
　　　　　資産割　　5万円 ×  6.81% =　 3,405円
　　　　　均等割　 8,500円 ×      2人 =  17,000円
　　　　　平等割　 4,800円
　　　　　　　計　74,300円（100円未満切り捨て）
国民健康保険料
　=　【医療分】+【支援分】+【介護分】=510,000円 問  市役所保険課  ☎６８４･１１３０

保険料計算例
　３人世帯（夫45歳・妻42歳・子ども12歳）、所得
総額300万円、固定資産税５万円での加入の場合

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料◆

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の

方
）の
介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

平
成
24
年
度
は
３
年
に
一
度
の

介
護
保
険
料
の
見
直
し
の
年
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
利

用
状
況
や
財
政
状
況
か
ら
、
次
の

よ
う
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

基
準
額

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
給
付

費
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
が
負

担
す
べ
き
分（
給
付
費
の
21
％
）を

介
護
保
険
料

65
歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
っ
た
平

均
的
な
月
額
保
険
料
の
こ
と
を
基
準

額
と
い
い
ま
す
。

　
本
市
の
平
成
24
～
26
年
度
の
基
準

額
は
、
平
成
23
年
度
同
様
の
４
８
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
所
得
段
階
区
分
を
見
直
し
ま
す

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
保
険
料
は
、

年
金
や
給
与
な
ど
の
全
て
の
収
入
を

基
に
決
め
ら
れ
、
所
得
、
市
民
税
の

課
税
状
況
に
応
じ
て
９
段
階
に
分
か

れ
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　
段
階
は
平
成
23
年
度
ま
で
は
８
段

階
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
所
得
の

比
較
的
少
な
い
方
の
保
険
料
軽
減
の

た
め
、
旧
３
段
階
を
細
分
化
し
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
負
担
能
力
に
応
じ
た

保
険
料
の
設
定
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、前
年
度
か
ら
収
入・

課
税
状
況
に
変
更
が
な
け
れ
ば
旧
３

段
階
の
方
は
３
、４
段
階
の
い
ず
れ

か
と
な
り
、
旧
４
段
階
以
上
の
方
は

保
険
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

段
階
が
１
つ
ず
つ
繰
り
上
が
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

問  

市
役
所
長
寿
介
護
課  

　

  

☎
６
８
４･

１
０
７
１

※
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
に
つ
い
て
の
納
付
方
法（
年
金
天
引
き
・
納
付
書
）や
期
別
ご
と
の

　
納
付
額
は
、
決
定
通
知
書（
６
月
中
旬
発
送
予
定
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

所得段階 対象となる方 基準 月額
保険料

年間
保険料

第１段階
生活保護受給者
老齢福祉年金受給者
で市民税非課税世帯

基準額
×
0.5

2,400 28,800 

第２段階
非課税世帯で本人の
年金収入＋合計所得
金額が80万円以下

基準額
×
0.5

2,400 28,800 

第３段階
非課税世帯で本人
の年金収入＋合計
所得金額が80万円
を超え120万円以下

基準額
×

0.625
3,000 36,000 

第４段階
非課税世帯で
第２・第３段階に該当
しない

基準額
×

0.75
3,600 43,200 

第５段階
課税世帯で本人非
課税かつ本人の年
金 収 入+合 計 所 得
金額が80万円以下

基準額
×

0.875
4,200 50,400 

第６段階 
（基準額）

課税世帯で本人非
課税であり第５段階
に該当しない方

基準額
×
1.0

4,800 57,600 

第７段階
本人が課税で合計
所得金額が125万円
以下

基準額
×

1.125
5,400 64,800 

第８段階
本人が課税で合計
所得金額が125万円
を超え200万円未満

基準額
×

1.25
6,000 72,000 

第９段階
本人が課税で合計
所得金額が200万円
以上

基準額
×
1.5

7,200 86,400 
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市
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急

速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」に
加
え
て
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
）

の「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」を
導
入
し
、

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
よ
り
多
く

の
方
へ
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
市
内
に
あ
る
携
帯
電
話
に
対

し
て
、
市
か
ら
の
災
害
・
避
難
情
報

な
ど
を
メ
ー
ル
で
一
斉
配
信
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に

対
応
し
た
機
種
の
携
帯
電
話
で
あ
れ

ば
、
申
し
込
み
や
登
録
は
不
要
で
あ

り
、
自
動
受
信
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
機
種
に
よ
り
受
信
設
定

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

対
応
す
る
機
種
な
ど
に
つ
い
て
は
、

携
帯
電
話
各
社
の
窓
口
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
市
か
ら
配
信
す
る
情
報
】

　
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
な
ど
、
生
命
に
関
わ
る
緊
急

情
報

【
特
徴
】

①
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
利
用
に
関
す

る
通
信
料
・
月
額
使
用
料
な
ど
は

無
料
で
す
。

②
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
に
際
し

て
災
害
発
生
時
に
お
け
る
回
線
混

雑
の
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
。

③
専
用
着
信
音
と
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表

示
に
よ
り
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
着

信
を
知
ら
せ
ま
す
。

④
鳴
門
市
内
に
一
時
的
に
滞
在
し
て

い
る
通
勤
・
通
学
者
や
旅
行
者
な

ど
の
方
も
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
気
象
庁
か
ら
の
配
信
】

　
市
か
ら
配
信
す
る
災
害
・
避
難
情

報
以
外
に
も
、
気
象
庁
か
ら
配
信
さ

れ
る
緊
急
地
震
速
報（
＊
１
）と
津
波

警
報（
＊
２
）を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
津
波
警

報
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
）

（
＊
１
）緊
急
地
震
速
報
＝
震
度
５
弱

以
上
と
予
測
さ
れ
る
地
震
発
生
の

際
に
、
震
度
４
以
上
の
強
い
揺
れ
が

予
測
さ
れ
る
地
域
に
配
信
す
る
も
の

で
す
。

（
＊
２
）津
波
警
報
＝
気
象
庁
が
発
表

す
る
大
津
波
警
報
と
津
波
警
報
を
警

報
対
象
地
域
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

【
災
害
情
報
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
】

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
に
対
応

し
て
い
な
い
携
帯
電
話
の
機
種
を
利

用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
市
の「
災

　
市
で
は
、
徳
島
県
が
平
成
23
年
12

月
に
公
表
し
た
暫
定
津
波
浸
水
予
測

図
を
基
に
、
津
波
の
浸
水
範
囲
を
中

心
に
避
難
路・避
難
場
所
な
ど
の
標
高

（
海
抜
）調
査
を
実
施
し
、
併
せ
て
２

０
０
カ
所
以
上
に
標
高（
海
抜
）を
表

示
し
た
標
識
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
主
要
施
設
の
地
点
だ
け

で
な
く
、
道
路
部
分
を
中
心
に
幅
20

㍍
の
範
囲
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）や
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
機
器
を
搭
載
し
た
車
で
走

行
し
な
が
ら
詳
細
に
測
量
で
き
る

「
モ
ー
ビ
ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

を
使
用
し
、
平
成
24
年
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
対
象
は
、
避
難
経
路
に
な
っ

て
い
る
市
内
の
主
要
な
県
道
や
市
道

で
、
総
延
長
約
２
２
０
キロ
で
す
。

　

調
査
で
得
ら
れ
た
標
高
な
ど
の

デ
ー
タ
は
調
査
し
た
と
き
の
車
の
走

行
映
像
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

約
10
㌢
間
隔
で
検
索
す
る
こ
と
も
で

き
、
歩
道
橋
や
電
柱
、
建
物
な
ど
の

高
さ
も
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
防
災
・

減
災
の
た
め
の
各
種
計
画
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
予
定
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
の
住

む
地
域
の
標
高
が
確
認
で
き
る
こ
と

に
よ
り
、
津
波
避
難
経
路
を
計
画
す

る
上
で
、
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
を

通
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
経
路
を

探
す
の
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
標
高
標
識
を
設
置
し
た
施

設
な
ど
の
標
高
に
つ
い
て
は
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
防
災
情
報
」の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
、

今
後
、
自
主
防
災

会
な
ど
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、

標
高
標
識
を
さ
ら
に
設
置
し
て
い
き

ま
す
。

問 

市
役
所
危
機
管
理
課 

　

 

☎
６
８
４
・
１
７
１
１

害
情
報
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
）に
登
録

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
が
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報

な
ど
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

市
役
所
危
機
管
理
課

　

 

☎
６
８
４
・
１
７
１
１

避
難
経
路
の
計
画
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
主
な
避
難
路
・
避
難
場
所
の
標
高（
海
抜
）を
公
表

市役所南玄関に設置された標高標識

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
災
害
・
避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

防災・災害対策への取り組み

※画面はイメージです。

緊急地震速報

緊急地震速報
◯◯沖で地震発生
強い揺れに備えて
ください（気象庁）

災害情報Ｅメール配信サービス

携帯電話から簡単に
登録できます。
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申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

【
対
　
象
】市
内
に
住
所
を
有
し
、
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
出
生
か
ら

小
学
校
３
年
生
修
了
ま
で（
９
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）の
乳
幼
児
な
ど

【
助
成
内
容
】病
院
で
受
診
し
た
と
き

に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額

（
保
険
診
療
分
の
み
）

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
の
申
請
と
更
新

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
、
鳴
門
市
に
住

民
票
の
な
い
保
護
者
の
方
は
、
平
成

24
年
６
月
15
日（
金
）ま
で
に
平
成
24

年
度
所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ

い
。

問　
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課　
☎
６
８
４･

１
１
４
６

龍国際交流員および張家界市武陵源の紹介
　４月より鳴門市の友好都市である中国湖南省張

チョウ

家
カ

界
カイ

市
シ

から国際交流員として赴任している龍騰蛟
さんと龍さんの出身地である世界自然遺産に登録
されている武陵源のご紹介をします。

　◆龍
リュウ

 騰
トウ

蛟
コウ

さんの紹介
趣味：料理
特技：中国民族舞踊
鳴門市の印象：山や海に囲　
まれて、静かで住みやすい。
鳴門市でやってみたいこと：
少しずつ鳴門の全てを学ん
でいきたい。そして、市民の
皆さんとより多くの交流を行
い、張家界のＰＲもしたい。
好きな日本の食べ物：抹茶、

お寿司（わさびが大好き！）
これからの抱負：鳴門市と張家界市の架け橋にな
り、両市民間の絆を深めていきたい。

◆武
ブ

陵
リョウ

源
ゲン

の紹介
　武陵源自然風景区は、1992年にユネスコの世界
自然遺産に登録され、2009年に公開された映画『ア
バター』の舞台とされています。
　武陵源の魅力は、“天下第一の奇山”、“中国山水画
のモデル”と絶賛されるほどの壮大で豊かな自然環
境。自然風景区近くには、迫力満点のロープーウェー
や、壮大で険しい渓谷をバックに繰り広げられる張家
界の民族舞踊などを
取り入れた催しなどが
あり、観光資源にも恵
まれています。ぜひ、
皆さんも張家界市を訪
れ、武陵源の豊かで
壮大な自然を満喫して
ください。

※市公式ウェブサイトでも、張家界市および龍さんの
紹介をしています。

URL: http://www.city.naruto.tokushima.jp/
contents/friendship/index.html

■ユネスコ世界自然遺産の武陵源
　自然風景区

　
市
企
業
局
水
道
事
業
課
で
は
、
各

戸
に
設
置
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
り
替
え
工
事
を
、
鳴
門
市
水
道

指
定
業
者
協
同
組
合
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
適
正
な
計
量

の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
法
律

（
計
量
法
）で
定
め
ら
れ
た
取
り
替
え

で
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
工
事
は
通
常
の
検
針
と
同
じ
く
、

不
在
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
市

か
ら
委
託
を
受
け
て
工
事
を
行
う
作

業
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
水

道
事
業
課（
☎
６
８
５
・
３
３
３
０

／
FAX
６
８
５
・
３
３
４
７
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
協
同
組
合
加
入
業
者（
50
音
順
）】　

阿
部
水
道
工
事
店
・
㈲
大
西
水
道
工

業
・
㈲
小
川
工
業
・
開
発
水
道
工
業

所
・
㈲
金
沢
水
道
・
㈲
田
中
設
備
工

務
店
・
手
塚
水
道
設
備
・
東
洋
住
設
・

鳴
門
汽
缶
・
前
田
設
備
㈲
・
松
下
興

業
・
㈲
松
下
水
道
工
業
所
・
㈲
米
田

水
道

重
度
心
身
障
が
い
者･

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

　
医
療
費
無
料
化
申
請･

更
新
を
お
忘
れ
な
く

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り             

替
え
工
事
に
ご
協
力
を

重度心身障害者医療費 ひとり親家庭等医療費

対

象

◎身体障害者手帳１級または
２級、療育手帳Aを所持
する方

◎療育手帳Ｂ１を所持し、 
かつ身体障害者手帳３級
または４級を所持する方

ひとり親家庭などで18歳に達
する日以後の最初の3月31日
までの児童とその児童を扶養
している方(対象となる医療
費は入院費のみ)

要

件

医療保険に加入済みで市
内に住所を有する方のうち、
対象者やその配偶者、扶養
義務者の所得が、規則で定
める額未満の方

医療保険に加入済みの市内
に住所を有する方のうち、ひ
とり親家庭などで児童扶養手
当受給者や所得が児童扶養
手当の所得限度額以内の方

申

請

新たに申請する場合は、身
体障害者手帳または療育手
帳と印鑑、被保険者証が必
要です。

新たに申請する場合は、印
鑑、申請者と子の被保険者
証、戸籍謄本(本籍が鳴門
市以外の方)が必要です。

平成24年１月１日現在鳴門市に住民票のない方は平成
24年度所得課税証明書の提出が必要です。現在交付を
受けている方は、住所・保険など変更がない場合は申
請不要です。　　　　　　　※申請期限は6月29日（金）

問 市役所社会福祉課
☎684・1412/FAX684・1337

市役所子どもいきいき課
☎684・1146
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④
給
付
対
象
者
の
農
産
物
な
ど
の
売

上
げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営

収
支
を
給
付
対
象
者
の
名
義
の
通

帳
お
よ
び
帳
簿
で
管
理
す
る
こ
と
。

⑤
給
付
対
象
者
が
農
業
経
営
に
関
す

る
主
宰
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

○
そ
の
他
の
主
な
要
件

①
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
の
強
い
意
志
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

②｢
経
営
開
始
計
画｣

が
、
農
業
経
営

を
開
始
し
て
５
年
後
ま
で
に
、
農

業
で
生
計
が
成
り
立
つ
実
現
可
能

と
見
込
ま
れ
る
計
画
で
あ
る
こ

と
。

③
市
が
作
成
す
る「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」に
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
ま
た
は

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
と

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

④
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た
国

の
他
の
事
業（
生
活
保
護
、
求
職

者
支
援
制
度
な
ど
）に
よ
る
給
付

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
給
付
の
停
止

　

給
付
対
象
者
の
前
年
の
総
所
得

（
農
業
経
営
開
始
後
の
所
得
に
限
り
、

給
付
金
は
除
く
）が
２
５
０
万
円
以

上
で
あ
っ
た
場
合
。

　
ま
た
、
県
農
業
大
学
校
や
、
県
が

指
定
す
る
農
業
法
人
な
ど
で
研
修
を

受
け
る
方
に
対
し
、
年
間
１
５
０
万

　

45
歳
未
満
で
独
立･

自
営
就
農
す

る
農
業
者
に
対
し
、
年
間
１
５
０
万

円（
最
長
５
年
間
）を
給
付
す
る「
青

年
就
農
給
付
金 
経
営
開
始
型
」の
制

度
が
国
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
に
給
付
対
象
と
な
る

方
は
、
平
成
20
年
４
月
以
降
に
独
立

就
農
を
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
平
成
25

年
１
月
31
日
ま
で
に「
独
立
就
農
」を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の

給
付
要
件
を
満
た
し
、
６
月
末
ま
で

に
市
へ
所
定
の「
経
営
開
始
計
画
」を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
市
農

林
水
産
課
お

よ
び
市
内
農

協
で
配
布
し

ま
す
。

【
給
付
要
件
】

○「
独
立･

自
営
就
農
」の
要
件

①
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を

給
付
対
象
者
が
有
し
て
お
り
、
原

則
と
し
て
給
付
対
象
者
の
所
有
と

親
族
以
外
か
ら
の
貸
借
が
主
で
あ

る
こ
と
。

②
主
要
な
農
業
機
械
・
施
設
を
給
付

対
象
者
が
所
有
ま
た
は
借
り
て
い

る
こ
と
。

③
生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
給
付

対
象
者
の
名
義
で
出
荷
や
取
引
を

す
る
こ
と
。

円（
最
長
２
年
間
）を

給
付
す
る「
青
年
就

農
給
付
金  

準
備
型
」

に
つ
い
て
は
、
７
月
中

旬
頃
に
県
か
ら
募
集

を
案
内
す
る
予
定
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
農
林
水
産
課

☎
６
８
４・１
７
４
４

「
青
年
就
農
給
付
金
」の
給
付
に
つ
い
て

① ６月末まで　　　　　　農業者➡市　　経営開始計画の申請
② ７月６日「正午」まで　　市➡国　　　　経営開始型給付計画提出期限
③ ８月10日頃まで　　　　市➡農業者　　開始計画の承認
④ ８月末頃　　　　　　　農業者➡市　　給付申請
⑤ ９月15日頃までに農業者へ給付（第１回目）

　経営開始型（青年農業者給付金）のフロー

「環境保全型農業直接支払交付金」
制度の申請者を募集します

　環境保全効果の高い営農活動に取り組む農業
者を支援するため同制度の申請者を募集します。

【支援対象者】　
　エコファーマーの認定を受け、販売を目的として
生産を行う農業者など ※有機農業に取り組む農業者
などは、エコファーマー認定がなくとも特例措置で
申請可能な場合あり。
 【支援対象となる取り組み】　
　地球温暖化防止や生物多様性保全などに効果の高
い、次の①②いずれかの取り組み
　①化学肥料・化学合成農薬の５割低減の取り組みと

「カバークロップの作付け」「リビングマルチ」「草生栽培」
「冬期湛水管理」のいずれかを組み合わせた取り組み
　②有機農業の取り組み（化学肥料、農薬を使用しない
取り組み）
※対象となる有機農業は、無農薬無化学肥料かつ、エコファー

マー認定に準じるような技術の導入が要件となります。 
【支援交付単価】　
取り組み面積10a当たり8，000円の見込み

【申し込み・問い合わせ】
申請書に必要事項を記入の上、７月２日（月）までに
市農林水産課へご提出ください。※申請書は市農林水
産課で配布。
詳しい内容は市役所農林水産課（☎684・1744）まで。

児童手当の現況届提出をお忘れなく
　現在、児童手当を受給されております、全ての受給対
象者（中学校修了までの児童を養育し、生計の中心となる
保護者）は毎年６月に現況届の手続きをしていただくこと
となります。この届け出は、引き続き６月以降の手当を
受給する要件を確認するためのものです。
　現況届の手続きが必要な方については申請書類を送 
付しておりますので、内容をご確認いただき、６月29日（金）
までに「児童手当・特例給付現況届」にご記入・押印の上、
必要書類を添付し来課または郵送にて提出してください。
　なお、公務員の方は、所属官庁に申請してください。
◆所得制限について
　平成24年６月分からの児童手当は所得制限が適用され
ます。所得制限を超えた受給者につきましては、対象児
童１人につき月額5,000円が一律で支給されます。
　所得制限限度額は以下のとおりです。
扶養親族等の数 所得制限限度額（万円）収入額の目安（万円）

０人 ６２２.０ 　８３３.３
１人 ６６０.０ 　８７５.６
２人 ６９８.０ 　９１７.８
３人 ７３６.０ 　９６０.０
４人 ７７４.０ １００２.１
５人 ８１２.０ １０４２.１

※所得制限は所得の高い方が対象で、世帯の合算した所得
　ではありません。
※受給者が施設、里親の場合は所得制限が適用されません。
※扶養親族などの数が６人以上の場合の所得制限限度額は、
　１人につき38万円を加算した額となります。

【問い合わせ先】　市役所子どもいきいき課　☎684・1146



合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
補
助
し
ま
す

条　件　【市民税非課税世帯のうち】 申請に
必要なもの

袋の
サイズ

実際に１人暮らしをしている70歳以
上（6月30日現在）の方 印 鑑 小

児童扶養手当、特別児童扶養手当等受給
世帯

印 鑑
手 当 証 書

中

身体障害者手帳１・２級を持つ人が属す
る世帯

印 鑑
障害者手帳

精神障害者福祉手帳１級を持つ人が属す
る世帯

印 鑑
福 祉 手 帳

療育手帳Ａを持つ人が属する世帯 印 鑑
療 育 手 帳

市長が特別の理由があると認めた世
帯（生活保護を受給し
ている世帯） 印 　 鑑

小
（1人暮らし
70歳以上）

中

問  市クリーンセンター廃棄物対策課　（☎683・7573・FAX683・7579）

市有地の競争入札 問  市役所総務課管財担当　☎684･1125

入札物件①
【所　　　　在】　瀬戸町明神字馬越24番３
【地 目 ・ 面 積 】　宅地・125.49㎡
【用 途 地 域】　第一種住居地域
【建 築 制 限】　建ぺい率60％　容積率200％
【最低売却価格】　1,267,400円

【申　込　期　間】　６月１日（金）～21日（木）
　　　 　　　　　　午前９時〜午後５時（土・日曜日は除く）

【申込書提出場所】　市役所企画総務部総務課
【入　札　執　行　日】　物件①　７月３日（火）
　　　 　　　　　　受　付　午前９時30分～
　　　 　　　　　　入　札　午前10時～

【入　札　場　所】　市役所共済会館３階小会議室

人
で
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）ま
で

に
工
事
が
完
了
す
る
方
。

【
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付
締
切
】

平
成
25
年
２
月
15
日（
金
）必
着

【
浄
化
槽
を
設
置
す
る
建
物
の
要
件
】

●
専
用
住
宅
も
し
く
は
住
居
部
分
が

建
物
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
占
め

る
併
用
住
宅

●
市
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が

そ
の
活
動
の
用
に
供
す
る
た
め
の
事

務
所

【
補
助
額
】

●
５
人
槽（
住
居
部
分
の
面
積
が
１
３

０
㎡
以
下
の
場
合
）30
万
円
以
内

●
７
人
槽（
住
居
部
分
の
面
積
が
１
３

０
㎡
を
超
え
る
場
合
）37
万
５
千
円

以
内

●
10
人
槽（
住
居
部
分
の
面
積
に
関
わ

ら
ず
浴
室
と
台
所
が
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
以

上
あ
る
場
合
）49
万
５
千
円
以
内

※
た
だ
し
、
住
宅
の
場
合
は
住
居
部

分
の
延
床
面
積
な
ど
で
補
助
額
を
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
既
設
の「
単
独

処
理
浄
化
槽
」や「
汲
み
取
り
槽
」を

全
て
撤
去
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

３
万
２
千
円
増
額
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
市
環
境
政
策
課

☎
６
８
３･

７
５
７
１

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
左

表
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
指
定
ご

み
袋
を
70
枚（
燃
や
せ
る
ご
み
40
枚
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
20
枚
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
10
枚
）交
付
し
ま

す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
は
代
理
人
で
も
で
き
ま
す
が
、

本
人
と
代
理
人
の
印
鑑（
朱
肉
を
使

用
す
る
も
の
）が
必
要
で
す
。

※
申
請
に
必
要
な
証
書
・
手
帳
も
忘

れ
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
と

き
】６
月
19
日（
火
）〜
26
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）　　
　
　

 

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
会
議
室

※
交
付
初
日
、
２
日
目
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
先
着
順
で
は
な
く
、

枚
数
は
充
分
確
保
し
て
い
ま
す
の

で
、
３
日
目
以
降
の
交
付
申
請
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
家
屋
な
ど
の
建
て
替
え

を
伴
わ
ず
に
、
既
設
の
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
槽
を
撤
去
し

て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
に
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
浄
化
槽
設
置

工
事
、
ま
た
は
既
設
の
単
独
処
理
浄

化
槽
や
汲
み
取

り
槽
の
撤
去
工

事
に
着
手
す
る

日
の
15
日
前
ま

で
に
、
関
係
書

類
を
添
付
し
た

補
助
金
交
付
申

請
書
を
市
環
境

政
策
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
地
域
】

　

市
内
全
域（
下
水
道
法
に
規
定
す

る
事
業
計
画
を
定
め
た
区
域
は
除
き

ま
す
）

【
補
助
対
象
者
】

　
家
屋
な
ど
の
建
て
替
え
を
伴
わ
ず

に
、
既
設
の「
単
独
処
理
浄
化
槽
」や

「
汲
み
取
り
槽
」を
撤
去
し
て
、
10
人

槽
以
下
の「
合
併
処
理
浄
化
槽
」を
設

置
す
る
市
民
、
も
し
く
は
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
第
２
条
第
２
項
に
規

定
す
る
市
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法

指
定
ご
み
袋
を
無
償
交
付

鳴門市家庭系一般廃棄物指定ごみ袋

手のひら一杯の減量を

燃 や せ るご み

注　　意

鳴　門　市
TEL 088 - 686 - 2029

１．袋の口をしばって出してください。
２．水分をよく切ってから出してください。
３．定められた日時に定められた場所に出してください。
４．袋に必ず氏名を書いてください。

氏名

鳴門市家庭系一般廃棄物指定ごみ袋

手のひら一杯の減量を

プラスチック製容器包装

注　　意

鳴　門　市
TEL 088 - 686 - 2029

１．袋の口をしばって出してください。
２．中身を取り除き、すすいで出してください。
３．定められた日時に定められた場所に出してください。
４．袋に必ず氏名を書いてください。

氏名

鳴門市家庭系一般廃棄物指定ごみ袋

手のひら一杯の減量を

燃やせないごみ（ガラス・金属など）

注　　意

鳴　門　市
TEL 088 - 686 - 2029

１．袋の口をしばって出してください。
２．資源ごみは入れないでください。
３．定められた日時に定められた場所に出してください。
４．袋に必ず氏名を書いてください。

氏名

11 平成24年６月号



　
昭
和
22
年
に
市
制
を
施
行
し
て
以

来
、
65
回
目
の
置
市
記
念
日
を
迎
え

た
本
市
は
５
月
15
日
、
市
役
所
共
済

会
館
で
市
制
施
行
65
周
年
記
念
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
被
表
彰
者
の
ほ
か
関
係

者
ら
約
50
人
が
出
席
。
市
民
歌
斉
唱

の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
貢
献
さ

れ
た
22
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
、

人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
３
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
泉
市
長
か
ら「
表
彰
さ

れ
た
皆
さ
ま
方
は
、
長
年
に
わ
た
り

本
市
発
展
の
た
め
、
地
方
自
治
や
文

化
・
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
献
身
的

な
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
や
、

公
益
の
た
め
に
財
産
の
寄
付
、
あ
る

い
は
人
命
救
助
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
模
範

と
な
る
優
れ
た
功
績
を
残
さ
れ
た

方
々
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご
活
躍
に

対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
黒
﨑
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

戸
井
豊
治
さ
ん
が
、 「
こ
う
し
て
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
か
げ
と
大
変
あ
り
が
た
く
、

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
受

章
を
励
み
に
、
各
分
野
に
お
い
て
な

お
一
層
精
進
を
重
ね
、
市
の
発
展
に

貢
献
し
て
参
り
た
い
」と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の

は
、
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬

称
略
）

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
貢
献

　
▼
三
津
良
裕（
弁
財
天
）▼
林
栄
一

（
小
桑
島
）

文
化
・
教
育
の
振
興
に
貢
献

　
▼
秋
田
豊
仁（
斎
田
）▼
藤
澤
千
代

子（
大
桑
島
）

産
業
の
振
興
に
貢
献

　
▼
戸
井
豊
治（
里
浦
）

体
育
の
振
興
に
貢
献

　
▼
野
口
航
平（
小
桑
島
）▼
笠
原
巧

巳（
立
岩
）▼
渕
瀬
真
寿
美（
立
岩
）

▼
松
本
葵（
里
浦
）▼
伊
藤
舞（
立
岩
）

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

　
▼
岡
部
宏
崇（
北
泊
）▼
坂
邊
信
夫

（
北
泊
）▼
佐
々
木
亨（
北
泊
）▼
八
幡

新
治（
木
津
野
）▼
藤
井
信
之（
明
神
）

▼
金
磯
哲
司（
櫛
木
）▼
前
田
功（
櫛

木
）▼
西
山
良
伸（
折
野
）▼
笹
田
將

義（
折
野
）▼
吉
本
英
喜（
三
俣
）▼
三

橋
徹（
萩
原
）

公
益
の
た
め
に
財
産
を
寄
付

　
▼
鮎
川
久
子（
木
津
）

感
謝
状

　
▼
泉
節
夫（
徳
島
市
）▼
柏
木
正
弘

（
土
佐
泊
浦
）▼
青
木
寛
志（
黒
崎
）

市
制
施
行
65
周
年
記
念
表
彰
式

 
～
25
人
に
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
呈
～

　徳島ヴォルティスVSガイナーレ鳥取のホーム試合
が行われた５月20日、鳴門・大塚スポーツパーク内
の茶室集会所で、鳥取サポーターおよび美馬市民（当
日は美馬市民デー）の先着100人に抹茶などが振る舞
われました。
　これは、平成23年度に市が募集した市民提案制度
の「市との協働提案事業」において「実現に向けて取り
組む提案」として選ばれたもの。抹茶などの振る舞い
を通して茶室集会所を有効活用するとともに、鳴門
のお遍路文化である「お接待」の心の文化を広げるこ
とを目的に行われました。
　この日は「茶道裏千家 淡交会 徳島支部 鳴交会」の
皆さんのご協力により、抹茶と鳴門の渦潮をイメージ
した和菓子が用意されました。鳥取サポーターらが
続々と茶室を訪れ、隣接する庭園を望みながら憩いの
ひとときを過ごしました。お接待を受けたサポーター
からは「このようなおもてなしを受けるのは初めてで
うれしい。美味しいお茶をいただき、試合開始までの
時間をとても楽しく過ごせました」と好評でした。

ヴォルティスホームゲーム
　来場者に美味しい抹茶のお接待

　５月８日、友好都市の中国・張家界市から胡
ゴ
建
ケン

国
コク

人大
常務委員会副主任を代表とする訪問団８人が鳴門市議会
などを表敬訪問し、経済・観光・教育・文化・スポーツ
など幅広い分野での交流を確認し合いました。また、午
後からは市内のレンコン栽培農家や農業施設を視察。本
市の農業に非常に強い関心を寄せていました。

張家界市訪問団が表敬訪問

写
真
上
：
市
議
会

訪
問
の
模
様
／
写

真
右
：
農
業
施
設

の
視
察
を
行
う
模

様

お
接
待
を
受
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
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４
月
27
日
、
「
浪
速
の
カ
リ
ス
マ

添
乗
員
」
と
し
て
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
平
田
進
也
さ
ん
を
鳴
門
観
光
大

使
に
任
命
し
ま
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
平
成
23
年
11
月
30
日

に
鳴
門
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
観
光
大
使
に

就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
身
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
ヒ
ラ
タ

屋
倶
楽
部
」
は
、
会
員
数
２
万
人
を

超
え
て
な
お
急
増
中
。
「
お
も
し
ろ

デ
パ
ー
ト 

ヒ
ラ
タ
屋
」
で
は
、
鳴

門
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
菓
子
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

鳴
門
市
の
魅
力
発
信
や
観
光
振
興
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　昭和44年から市の消防拠点として活躍してきた消防
本部庁舎が、43年目を迎える今年、南側に新たに建設
された新庁舎へ移転しました。今後、旧庁舎は取り壊
され、消防車両などを格納する車庫棟が建設されます。
　また、５月14日には、全国の消防士が九州から宮城
県石巻市までたすきをつなぐ「消防士たすきリレー」が
兵庫県赤穂市から鳴門市入りしました。消防本部庁舎
前で午後１時から受け渡しの式典が行われ、赤穂市消
防本部の消防士から山田素史鳴門消防署長にたすきが
手渡されました。

「消防本部移転」・「宮城へつなぐ！消防士たすきリレー」

「
浪
速
の
カ
リ
ス
マ
添
乗
員
」が
鳴
門
観
光
大
使
に

　４月29日、大麻町板東で第47回「草の実まつ
り」が開催されました。周辺で採れたヨモギを
使った草餅の販売コーナーでは、ボランティア
の方々などが活気よくお餅をつき、例年通り長
い行列ができました。
　また、屋外ステージでは大正琴、フラダンス
などのイベントが行われ、朝早くから大勢の来
場者で賑わいました。

第47回　 草の実まつり

　市では、夏の強い日差しを遮ることにより、冷房
機器の電力量を節約するため、環境学習館で育てた
苗を無料配布します。

【と　　き】 ６月１日（金）から
【配　布　数】 一家族５苗まで（無くなり次第終了）
【配布場所】 市クリーンセンター３階　環境学習館
  　　  　   （瀬戸町堂浦字浦代105番地17－２）
問 市クリーンセンター環境政策課
　 ☎683・7571

　今年３月11日に鹿児島市をスタートしたこの
たすきリレーは、東日本大震災で行方不明になっ
ている宮城県石巻市の消防士４人の早期発見と被
災地の一日も早い復興を願い行われたもので、式
典後、鳴門市消防職員らによる一行が霊山寺まで
の約11㌔を３区に分けて走りました。鳴門市を出
発したたすきは徳島市へつながれた後、赤穂市消
防本部へ届けられました。

写
真
上
：
た
す
き
を
受
け
霊

山
寺
へ
向
け
出
発
す
る
一
行

写
真
左
：
完
成
し
た
消
防
本

部
庁
舎
本
館

おもしろデパートヒラタ屋で鳴門の魅力発信中

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
つ
か
れ
る
草
餅

緑のカーテン用
ゴーヤの苗無料配布

地球温暖化対策

徳島県鳴門市 観光大使
　日本旅行ヒラタ屋代表

平  田　進  也
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【
と

き
】６
月
19
日（
火
）午
前
10
時
～

午
後
３
時　

※
次
回
は
７
月
19
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所 

☎
６
５
５・０
９
２
０

無
料
教
育
相
談
の
ご
案
内

　
「
子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な

い
」な
ど
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
方
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
専
門

の
先
生
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】６
月
、７
月
、９
月
、10
月
、

11
月
、平
成
25
年
１
月
、２
月
の
第
４

木
曜
日　

午
後
２
時
～
５
時
ま
で（
一

人
１
時
間
、
秘
密
厳
守
）

【
と
こ
ろ
】う
ず
潮
教
室（
市
教
育
委
員

会
南
側
）

【
相
談
員
】「
宮
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
」メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  

野
田
陽
子
先
生

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

う
ず
潮
教
室　
☎
６
７
８・８
０
４
５

雑
草
の
草
刈
り
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

住
宅
地
周
辺
の
空
き
地
な
ど
の
適
切
な

管
理
を
所
有（
管
理
）者
の
方
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
特
に
雑
草
を
放
置
し
た

ま
ま
に
す
る
と
害
虫
が
発
生
す
る
な
ど

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
ま

す
の
で
、
所
有（
管
理
）地
の
雑
草
除
去

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】市
環
境
政
策
課 

☎
６
８
３・７
５

７
１

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
で
、

年
１
回
の
受
検
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
平
成
23
年
４
月
か

ら
６
月
ま
で
の
間
に
法
定
検
査
を
受
け

ら
れ
た
方
を
対
象
に
、
県
知
事
指
定
検

査
機
関
の（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
期

間
】６
月
４
日
～
12
日
、
18
日
～

29
日（
土
日
除
く
。）

【
と
こ
ろ
】徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー  

☎
６
３
６・１
２
３
４

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　
平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日（
金
）～
７

月
10
日（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、

平
成
24
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申

告
・
納
付
手
続
を
、「
労
働
保
険
確
定
・

概
算
保
険
料
申
告
書
」に
よ
り
７
月
10

日（
火
）ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】徳
島
労
働
局　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
６
５
２・９
１
４
３

講
座・教
室・試
験
な
ど

「
う
ず
潮
教
室
」体
験
入
級

　
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
の
児
童
生
徒

を
対
象
に
学
校
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
個
人
や
集
団
で

の
学
習
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を

通
じ
て
学
校
復
帰
に
つ
な
げ
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
入
級
を
希
望
さ

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド 

◆
歩
行
器（
乳
児
用
）

◆
ベ
ビ
ー
カ
ー 

◆
鑑
賞
魚
用
水
槽
一
式

◆
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア（
以
上
無
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク

【
問
】市
消
費
者
協
会

☎
６
８
６･

３
７
７
６

無
料
法
務
相
談

【
と

き
】６
月
18
日（
月
）午
後
２
時
～

５
時　
※
事
前
予
約
制

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
・

市
役
所
共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
内

容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１
／
吉

田　
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と

き
】６
月
25
日（
月
）午
後
１
時
～

５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
分
庁
舎
２
階
会
議
室

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）」を
開
催
し
ま
す
。

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ６月８日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ６月１日㈮、15日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 ６月20日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月～金曜　午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）６月20日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時～６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

　全国的に尊い人命を奪う交通事故が続発しています。居眠りや前方不注視な
どドライバー自身の不注意や、ちょっとした気の緩みが重大な事故を招きます。
ドライバーの皆さんは、交通ルールを守り、思いやりのある運転を心がけましょう。
　市では、徳島県警からの派遣職員が交通安全に
関する出前講座を行っています。市内の事業所や
高齢者グループなど、少人数でもお気軽にお申し
込みください。

【問】 市民協働推進課　☎684・1394 

気を付けて！ 全国で重大事故多発中！ 今月の納期
市・県民税　 第１期
国民健康保険料 第１期
介護保険料　 第１期
７月２日（月）までに市役
所税務課、保険課または
指定金融機関で納めてく
ださい。
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鳴
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り

◆
家
族
介
護
教
室（
参
加
無
料
）

　

認
知
症
の
方
に
は
、
一
人
一
人
異

な
っ
た
習
慣
や
感
情
が
あ
り
、
対
応
の

仕
方
が
異
な
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】７
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】大
津
中
央
公
民
館
２
階

【
対
象
者
】大
津
町
全
域
、
撫
養
町
木
津

地
区
の
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
ご
家
族
の
方

【
講

師
】認
知
症
と
家
族
の
会 

徳
島
県

支
部 

つ
ど
い
世
話
人 

小
川
洋
子
先
生

【
内

容
】認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義
、

参
加
者
と
の
座
談
形
式
に
よ
る
相
談

◆
口
腔
ケ
ア
教
室（
参
加
無
料
）

　
口
腔
内
の
細
菌
は
、虫
歯
や
歯
周
病
、

肺
炎
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】７
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30

分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】原
地
集
会
所

【
対
象
者
】大
津
町
全
域
、
撫
養
町
木
津

地
区
の
要
支
援
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

【
講

師
】口
腔
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー　

秋
田
豊
仁
先
生

【
内

容
】口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
、
歯
型

模
型
を
使
用
し
た
講
義

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

６
月
末
日
ま
で
に
鳴
門
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り（
☎
６
８
６・１

１
３
９　
FAX
６
８
６・１
１
７
９
）へ
。

れ
る
方
は
、
市
教
育
支
援
室（
☎
６
７
８

・
８
０
４
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鳴
門
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

【
と

き
】８
月
24
日
〜
平
成
25
年
３
月

29
日
の
毎
週
金
曜
日　
午
後
７
時
30
分

〜
９
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
第
１
会
議
室

【
募

集
】15
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

７
月
31
日（
火
）ま
で
に
市
役
所
社
会
福

祉
課（
☎
６
８
４･

１
１
４
５
）へ
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

■
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ラ
ー

（
短
期
講
座
：
金
曜
日
）※
定
員
20
人

【
と

き
】７
月
13
日
、
27
日
、
８
月
17

日
、
31
日　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

【
教
材
費
等
】５
０
０
円

■
コ
ー
ヒ
ー
学　
～
家
庭
で
コ
ー
ヒ
ー

を
お
い
し
く
味
わ
う
方
法
～

（
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ
講
座
）

※
定
員
20
人

【
と

き
】７
月
11
日（
水
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

【
教
材
費
等
】１
０
０
０
円

【
対

象
】市
内
在
住
・
在
勤（
お
お
む

ね
30
歳
ま
で
）の
勤
労
青
少
年

【
申
し
込
み
】火
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午

後
１
時
～
８
時
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
☎
６
８
５・５
１
７
９
）へ
。

※
新
規
加
入
者（
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ
講
座

は
除
く
）は
利
用
者
協
議
会
費
１
０
０
０

円
が
必
要
。

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

講
座
①　
知
的
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
絵
を
描
い
た
り

自
分
の
名
刺
を
作
成
。そ
の
他
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
楽
し
い
内
容
を
用
意
。

【
と

き
】７
月
28
日
～
８
月
25
日
の
毎

週
土
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分（
全
５
回
）

【
と
こ
ろ
】福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム
１
階

【
費

用
】無
料

【
申
込
期
限
】７
月
20
日（
金
）ま
で

講
座
②　
身
体
お
よ
び
精
神
障
害
者
の

方
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
年

賀
状
作
成
、
ワ
ー
ド
、
動
画
作
成
の
各

コ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

※
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
ま
す
。

【
と

き
】９
月
１
日
～
12
月
22
日
の
毎

週
土
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分（
全
15
回
）

【
と
こ
ろ
】福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム
１
階

【
費

用
】テ
キ
ス
ト
代
の
み

【
申
込
期
限
】８
月
24
日（
金
）ま
で

※
講
座
①
②
と
も
に
募
集
定
員
は
10

人
、
希
望
者
の
み
市
役
所
前
か
ら
会
場

ま
で
送
迎
あ
り

【
申
し
込
み
】障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
凌
雲 

担
当 

井
原･

藤

井（
☎
６
９
３･

１
１
１

７
／
FAX
６
９
２･

６
７
７

６
）へ
。

催
し

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

【
と

き
】６
月
24
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

【
集
合
場
所
】し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶６月１日から　国際交流員の紹介 ▶６月21日から　市県民税について
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶６月１日から
①美化すすむ新池川（その３）／山内茂雄（岡崎）
②バラ園／杉原勲（徳島市）

▶6月21日から
①春の山里／杉原勲（徳島市）
②歌と踊は楽しい／豊田三郎（板東）

市民チャンネル番組ガイド

【
内

容
】Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
作
り
※
参
加
者

に
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
５
個
プ
レ
ゼ
ン
ト

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　
乾

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

●
手
す
き
は
が
き
教
室

　

い
ろ
い
ろ
な
紙
を
利
用
し
て「
手
す

き
は
が
き
」を
作
り
ま
す
。

【
と

き
】６
月
15
日（
金
）午
前
10
時
～

正
午
ま
で

【
募

集
】10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
、
タ
オ
ル

３
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚

●
和
布
の
花
づ
く
り
教
室

　
和
布
で
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】６
月
13
日（
水
）午
前
の
部
／

10
時
～
正
午
、
午
後
の
部
／
１
時
～
３
時

【
募

集
】各
15
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】材
料
費
１
０
０
０
円

【
準
備
物
】は
さ
み 

●
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
を
利
用
し
て
絵
手
紙

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】６
月
26
日（
火
）、
７
月
27
日

（
金
）　
午
後
２
時
～
４
時

【
募

集
】各
15
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
性
絵
具
、
墨
、
鉛

筆
な
ど

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

環
境
学
習
館

【
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
館
☎
６
８
３

・
７
５
６
８

ビデオボランティア募集
　市の事業や市内の出来事な
どをビデオにおさめ、編集・放
送するビデオボランティアを
募集します。関心のある方は
下記までお問い合わせ下さい。

【申し込み・問い合わせ】
市役所秘書広報課
☎684・1118
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催
し

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
使
用
教
科

書（
小
学
校
、
中
学
校
お

よ
び
高
等
学
校
）の
展
示

を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
教
科
書

が
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
手
に

と
っ
て
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

【
展
示
教
科
書
】

①
現
行
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
用
教
科
書
お
よ
び
教
科
書
目
録

☆
第
１
展
示
場
所

　
市
教
育
委
員
会
１
階
ロ
ビ
ー

【
展
示
期
間
】６
月
15
日（
金
）～
28
日（
木
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

＊
土･

日
曜
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

（
展
示
期
間
後
は
年
間
を
通
し
て
閲
覧・

貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。）

☆
第
２
展
示
場
所

　
市
立
図
書
館
１
階
閲
覧
室

【
展
示
期
間
】６
月
15
日（
金
）～
28
日（
木
）

の
開
館
日
の
み
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
】市
教
育
委
員
会
教
育
支
援
室 

☎

６
８
６･

８
８
０
６

美
術
館
と
遊
ぼ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

第
２
回「
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！
ム
ー
ン
！
」

　
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
大
塚
国
際
美

術
館
で
楽
し
い
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

い
ろ
ん
な
絵
を
見
た
り
、工
作
し
た
り
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と

き
】７
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】大
塚
国
際
美
術
館

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】山
田
芳
明
さ
ん

（
鳴
門
教
育
大
学
）　

【
募
集
人
数
】小
学
３
～
６
年
生
の
40
人

（
先
着
順
）

【
参
加
費
】８
０
０
円（
入
館
料
、
材
料

費
、
保
険
料
を
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装
、
弁
当
か
昼
食
代
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】６
月
12
日

（
火
）～
15
日（
金
）に
市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課（
☎
６
８
４・１
２
２
５
／
FAX

６
８
４・１
３
３
６
）へ
。

西
洋
ア
ー
ト
を
楽
し
む
一
日

【
と

き
】６
月
４
日（
月
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】大
塚
国
際
美
術
館

【
内

容
】県
内
外
の
合
唱
団
に
よ
る「
第

２
回
美
術
館
で
な
る
と
の
第
九
」（
午
前

10
時
30
分
～
正
午  

会
場
：
シ
ス
テ
ィ

ー
ナ
・
ホ
ー
ル
）ほ
か
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
入
場
料
】一
般
・

大
学
生 

１
０
０
０

円
／
高
校
生
以
下  

無
料

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　
と
ら
ま
る
人
形
劇
を
保
護
者
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】６
月
９
日（
土
）午
前
９
時
50
分

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
２
階（
視
聴
覚
教
室
）

【
内

容
】『
シ
ャ
オ
ト
ン
の
ぼ
う
け
ん
』、

『
く
じ
ら
の
お
れ
い
ま
い
り
』

【
募
集
人
数
】大
人・子
ど
も 

１
０
０
人

※
申
し
込
み
順

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
６
８
３・０
７
８
８

四
国
カ
ル
ス
ト
・
天
狗
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ

　

日
本
三
大
カ
ル
ス

ト
の
一
つ
で
、
約
３

時
間
程
度
の
軽
ハ
イ

キ
ン
グ
で
す
。

【
集

合
】６
月
24
日（
日
）午
前
６
時
に

市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
申
し
込
み
】６
月
18
日（
月
）ま
で

【
募

集
】20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】５
５
０
０
円
程
度

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

鳴
門
岳
友
会　
緒
方
☎
０
９
０・８
６
９

５・３
３
７
３
へ
。

募　

集

大
毛
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」は
、
瀬
戸

内
海
の
優
れ
た
自
然
環
境
な
ど
を
維
持

し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

く
た
め
の
活
動
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒

に
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】６
月
26
日（
火
）午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分

【
と
こ
ろ
】鳴
門
町
土
佐
泊
浦
の
大
毛
海

岸（
竜
宮
の
磯
、
黒
山
）

【
作
業
方
法
】ご
み
を
①
紙
類
②
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
④
ビ
ン
⑤

ア
ル
ミ
缶
⑥
ス
チ
ー
ル
缶
⑦
不
燃
物
の

７
種
類
に
分
類
し
て
収
集
し
ま
す
。

※
現
地
集
合
で
当
日
、
悪
天
候
な
ど
に

よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
、
６
月
27
日

（
水
）に
延
期
し
ま
す
。

【
問
】市
役
所
土
木
課
☎
６
８
４・１
１
６
５

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
身
近
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ご
意
見
や

ご
要
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
回
答
い

た
だ
く「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
ー
」を

募
集
し
ま
す
。

【
条

件
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
で
、
18
歳
以
上
の
方（
20
人
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
６
月
30
日（
土
）ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
情
報

化
推
進
室（
☎
６
８
４・
１
３
８
２
／

info_system
@
city.naruto.lg.jp

）

Ａ
Ｓ
Ａ 

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
を
大
募
集
！

　
「
Ａ
Ｓ
Ａ
」と
は
、
播
磨
灘
を
挟
ん
で
向

か
い
合
う
鳴
門
市（
Ａ
Ｗ
Ａ
）、
東
か
が
わ

市（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）、
南
あ
わ
じ
市（
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
）の
３
地
域
が
県
域
を
越
え
て

交
流
を
深
め
、
圏
域
全
体
の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
協
議
会

で
す
。
今
年
は
、
９
月
29
日（
土
）に
南

あ
わ
じ
市
西
淡
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭「
関
西
・
四

国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」の
応
援
を
し

ま
す
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
な

作
品
は
同
大
会
に
て
放
映
さ
れ
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
命
」

【
応
募
資
格
】小・
中
・
高
校
生
の
年
齢

に
相
当
す
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

【
規

定
】ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
３

団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 
高 島 Ｂ 3 26,500～39,500円 ４階建 ３DK・66．0㎡ 
矢 倉 Ｆ 1 11,500～17,100円 ４階建 ３DK・44．0㎡ 
矢 倉 Ｈ 1 6,900～10,300円 ４階建 ２DK・30．7㎡ 

優先住宅
立 岩 第 ２ １ 19,400～28,800円 平屋建 ３LDK・74．9㎡
川 崎 第 ２ １ 18,600～27,800円 平屋建 ３LDK・79．4㎡ 

市営住宅の入居者募集 受付日／６月11日（月）・12日（火）
※入居は８月１日（水）から（予定）
※矢倉団地には駐車場がありません。
※矢倉団地Ｈは単身入居可。(条件あり)
※川崎第２・立岩第２団地はバリアフリー化しており、身体 
　障害者手帳１･２級を所持している方を含む世帯が対象です。
※受付および抽選時にいない場合は無効となります。（時間厳守）
詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当
（☎684･1162／FAX684･1343）までお問い合わせください。
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分
間
の
作
品
で
未
公
開
作
品
で
あ
る
こ
と

【
応
募
方
法
】鳴
門
市
役
所
１
階
総
合
案

内
で
配
布
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
８
月
31
日（
金
）ま

で
に
南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
文
化
振
興
課
へ
。
※
用
紙
は
鳴
門
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
新
着
情
報
欄
に
も
あ
り
。

【
問
】ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
☎
０
７
９
９・３
７・３
０
２
０

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し

谷
㟢
龍
華
第
３
回
菓
陶
展

【
と

き
】６
月
１
日（
金
）午
前
９
時
30

分
～
３
日（
日
）午
後
５
時

【
問
】鳳
月
坊
☎
６
８
５・６
１
０
１

水
口
和
煌
の
水
墨
画
・
墨
彩
画
展

【
と

き
】６
月
７
日（
木
）～
11
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

【
問
】鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５・３
５

４
３

第
７
回
手
づ
く
り
絵
本
く
れ
よ
ん
展

【
と

き
】６
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

【
問
】福
池
☎
６
８
６・７
２
９
１

手
作
り
お
も
ち
ゃ
木
製
パ
ズ
ル
展

【
と

き
】６
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

【
問
】福
池
☎
６
８
６・７
２
９
１

ひ
と
り
で
で
き
る
ゆ
か
た
の

　
　
　
着
装
と
帯
結
び（
無
料
体
験
）

【
と

き
】◆
６
月
９
日（
土
）、
23
日

（
土
）午
後
４
時
～
６
時　
◆
６
月
10
日

（
日
）、
24
日（
日
）午
後
２
時
～
４
時

【
問
】森
本 

☎
０
９
０
・
５

２
７
５・４
５
４
６

図
書
館

【
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
展
示
】「
小
学
校
の
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
お
は
な
し
」

【
特
別
コ
ー
ナ
ー
】◆
一
般
室　
「
教
科

書
展
示
」小
学
校（
平
成
23
年
度
）中
学
校

（
平
成
24
年
度
）◆
児
童
室　
「
小
学
校
の

教
科
書
に
載
っ
て
い
る
お
は
な
し
」

６
月
の
休
館
日　
▼
４
日（
月
）▼
11
日

（
月
）▼
18
日（
月
）▼
25
日 （
月
）▼
30
日

（
土･

館
内
整
理
日
） 

【
問
】市
立
図
書
館 

☎
６ 

８ 

５
・
０
２
５
５

／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

※
６
月
か
ら
移
動
図
書
館
車
の
時
間
を

一
部
変
更
し
ま
す
◆
堀
江
公
民
館 

午

後
２
時
～
２
時
20
分
◆
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー 

午
後
２
時
50
分
～
３
時
10
分
◆

川
崎
会
館 

午
後
３
時
15
分
～
３
時
30
分

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●6月6日（水）〜11日（月）開局20周年記念 第13回JLCカップ
●6月16日（土）〜19日（火）第６回徳島綜合警備保障杯 ●6月22日（金）〜26日（火）第５回鳴門
商工会議所会頭杯 ●6月30日（土）〜7月3日（火）ヤクルト杯

【場外発売】●6月6日（水）〜11日（月）GⅠ児島周年〔児島〕 ●6月16日（土）〜18日（月）オール女
子〔江戸川〕 ●6月19日（火）〜24日（日）SGグランドチャンピオン〔芦屋〕 ●6月30日（土）〜7月3
日（火）GⅠ江戸川周年〔江戸川〕

【エディウィン鳴門】6月27日（水）は休館します。

文化会館駐車場
６月の駐車制限日程
◆３日（日）8:00〜22:00
◆10日（日）8:00〜17:00
◆17日（日）9:00〜17:00

６月中旬に市民税･県民税の
納税通知書を送ります
◆納税通知書の内容　必ずご確認を
　６月中旬に課税対象の方に税務課から「平成24
年度市民税・県民税納税通知書」をお
送りします。納税通知書には課税さ
れる所得の金額や控除額を記載して
いますので、お手元に届いたら必ず
内容をご確認ください。
◆年金受給者の皆さんへ
　平成23年分の確定申告から、公的年金などの収
入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年
金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下
の場合には、所得税の確定申告をする必要がなく
なります。しかしながら、このような方の場合で
も、健康保険料や介護保険料などの社会保険料控
除や、障がい者・寡婦・扶養控除などの人的控除

あるいは生命・地震保険料控除、医療
費控除などにより、市県民税の減額を
受ける場合には市県民税の申告をす
る必要があります。市県民税の申告
は税務課で受け付けしていますので、
申告方法などについては税務課市民税
担当までお問い合わせください。

◆19歳未満の扶養親族がいらっしゃる皆さんへ
　平成24年度の市県民税より、子ども手当の創設
や高校の授業料無料化の実施に伴い、扶養控除の
制度が変更になります。16歳未満の扶養親族につ
いては、１人につき33万円の扶養控除が廃止され、
16歳以上19歳未満の扶養親族については、１人に
つき45万円の扶養控除が33万円に減額されます。
これに伴い平成23年度以前の市県民税に比べ、平
成24年度の市県民税が上がっている場合がありま
すのでご注意ください。課税内容についてご不明
な点がある場合は税務課市民税担当までお問い合
わせください。

【問】市役所税務課市民税担当
☎684・1129

　
市
で
は
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、低
所
得
者
世
帯（
生

活
保
護
世
帯
ま
た
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
う
ち
母
子･

父
子･

児
童･

障
害
者

世
帯
に
限
る
）の
新
高
校
１
年
生
な
ど

に
対
し
て
入
学
に
要
す
る
費
用
を
奨
学

金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。
※
平
成
22
年

度
以
前
に
本
市
の
奨
学
金
を
受
給
し
て

い
る
高
校
生
は
、
従
前
の
制
度
を
継
続

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
支
給
金
額
】10
万
円（
一
人
１
回
）

【
申
請
期
間
】６
月
29
日（
金
）ま
で

【
申
し
込
み
】市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
６
８
６･

８
８
０
２
／
FAX
６
８
６･

８
７

９
３

　

鳴
門
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
公

立
・
私
立
幼
稚
園
に
幼
児
を
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者
の
う
ち
、
次
に
該
当
す

る
方
は
保
育
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
私
立
幼
稚
園

に
は
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者
と
減
免
の
割
合

【
保
育
料
全
額
免
除
】生
活
保
護
世
帯
、

平
成
24
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

【
保
育
料
２
分
の
１
免
除
】平
成
24
年
度

市
民
税
の
所
得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯

☆
減
免
希
望
の
方
は
６
月
11
日（
月
）ま

で
に
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳
細
は
通
園
し
て

い
る
幼
稚
園
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課（
☎
６
８
６
・
８
８
０
２
）へ
。

幼
稚
園
の
保
育
料
減
免

鳴
門
市
奨
学
金
支
給
制
度
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《
地
産
地
消
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
》を
大
募
集
！

歯周病検診を受けましょう !!
～いつまでも歯を大切にしましょう～
　「歯周病」とは口の中の細菌の感染によって歯肉炎が
起きる病気です。最近では、生活習慣病との関係が注
目されています。放置すると、糖尿病が悪化したり、
血糖値のコントロールが悪くなったりすることから、
網膜症、腎症、神経障害、心筋梗塞、脳梗塞に次いで、

「第６番目の合併症」と言われています。
　この機会に歯周病検診を受け、早期発見、早期治療
に努めましょう。
　検診は事前に、健康づくり課へお申し込みください。

【対　象　者】　鳴門市に住民登録されている方で、平成
24年度中に40歳、 50歳、 60歳を迎える方

40歳 昭和47年４月２日〜昭和48年４月１日
50歳 昭和37年４月２日〜昭和38年４月１日
60歳 昭和27年４月２日〜昭和28年４月１日

【医療機関】　鳴門市内の歯科医院
【検診期間】　６月～12月末
【検診内容】　問診・口腔内の診察、歯周ポケットの測定など
【自己負担金】　500円
※ただし、対象年齢で生活保護に属する方、また、市
民税（平成24年度）非課税世帯に属する方は無料です。
免除申請が必要になりますので、事前に
お申し出ください。

【申し込み方法】
　電話・ファクス・Ｅメールのいず
れかの方法で市役所健康づくり課ま
でお申し込みください。
◆歯周病検診実施医療機関

　歯科医院名　 住　所 電　話
あき歯科医院 瀬戸町明神 ☎683・7118
秋田歯科医院 撫養町斎田 ☎686・2096
石丸歯科医院 大麻町板東 ☎689・1423
今井歯科医院 撫養町立岩 ☎684・2121
岩佐歯科 撫養町小桑島 ☎686・8118
大浦歯科医院 撫養町木津 ☎684・1727
小川歯科医院 撫養町南浜 ☎685・8555
奥野歯科医院 撫養町南浜 ☎686・8737
西條歯科医院 撫養町南浜 ☎686・3454
佐賀歯科医院 大津町矢倉 ☎685・1306
佐川歯科医院 撫養町立岩 ☎685・2761
佐々木歯科医院 撫養町斎田 ☎685・5122
しまだ歯科医院 鳴門町三ツ石 ☎687・2355
高橋歯科 撫養町黒崎 ☎686・8148
徳元歯科医院 撫養町斎田 ☎684・0028
とみなが歯科医院 瀬戸町明神 ☎688・1511
中森歯科医院 大麻町桧 ☎689・3099
鳴門歯科 撫養町小桑島 ☎685・7678
原歯科クリニック 撫養町斎田 ☎685・2353
益井歯科医院 撫養町黒崎 ☎686・2337
元木歯科 撫養町黒崎 ☎686・8844
柳田歯科 大津町木津野 ☎686・6480
和田歯科医院 大麻町大谷 ☎689・0026
日下歯科婦人科医院 撫養町南浜 ☎686・6360
はぐくみの森歯科クリニック 大麻町萩原 ☎683・5511
東洋歯科医院 撫養町斎田 ☎685・1251

 心身の健康度をチェック！
　「基本チェックリスト」回答のお願い
　市では介護予防事業を推進するために、65歳以上
の方を対象として、心と体の元気度を振り返るた
めの「生活機能評価（基本チェックリスト）質問票」
を6月中に送付します。この質問票は、皆さんに活
動的な生活を送っていただくための、大切な調査
票になりますので、同封の「記入の仕方」を確認の
上、全項目に記入し、１ヵ月以内に返信用封筒（切
手不要）にて長寿介護課までご返送ください。

【対象者】市内に住所を有する満65歳以上（第１号被
保険者）で、要介護（要支援）認定を受けていない方
◎入院加療中の方は、治療が優先されます。回答
の必要はありませんので、ご連絡ください。
◎対象者は、平成24年６月1日の住民基本台帳に基
づいて抽出します。
◎基本チェックリストが返送
されない場合、長寿介護課か
ら連絡をさせていただくこと
がありますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

問 市役所長寿介護課　☎684・1222 / 684・1175

第
13
回
乳
が
ん
検
診
の

　      

特
別
講
習
会
の
ご
案
内

　
豊
か
な
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
鳴
門

市
に
は
、
季
節
の
お
い
し
い
食
べ
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

鳴
門
自
慢
の
食
材
を
使
っ
た「
手

軽
に
作
れ
て
と
っ
て
も
お
い
し
い
」

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
豪
華
な
気
分
に
な
る
」

そ
ん
な
レ
シ
ピ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
・
フ
ァ
ク

ス・Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

献
立
名
、
材
料
・
分
量
・
作
り
方
、

お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い

【
応
募
先
】　
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

（
鳴
門
市
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

事
務
局
）

【
演
題
】①
早
期
発
見
の
た
め
の
乳
が

ん
検
診
②
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響

③
甲
状
腺
機
能
亢
進
症（
バ
セ
ド
ウ
病
）

【
講
師
】島
津  

研
三 
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

6月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３ 歳 児 健 診 ６月８日㈮ 平成20年12月生まれ 12:30～13:00
１歳６か月児健診 ６月21日㈭ 平成22年12月生まれ 12:30～13:00
９か月児 健 診 ６月14日㈭ 平成23年８月生まれ 12:20～12:40
４か月児 健 診 ６月14日㈭ 平成24年１月生まれ 12:50～13:10

股関節脱臼検診 ６月15日㈮ 平成24年４月生まれ
平成24年１月生まれ 12:40～13:00

　気温の上昇とともにマムシの活動
が活発になってきました。マムシ血
清の配置先をメモ帳や携帯電話に登
録するなど、万一の時に迅速に行動
できるよう備えましょう。 （血清の保
管期間は10月31日まで）

配置先  ▶徳島保健所（徳島市）☎652・5152
　　　　　▶健康保険鳴門病院（黒崎）☎683・0011
　　　　　▶鳴門山上病院（土佐泊浦）☎687・1234

【集団検診種目】
　胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、骨粗しょう症検診

【対象者】 以下の全てに該当される方
●鳴門市に住民登録されている方
●平成25年３月31日を基準日として、40歳以上の方（骨粗
しょう症検診は30歳～70歳の女性）

●骨粗しょう症検診は、平成23年４月１日～平成24年３月31
日に受診されていない方

【集団がん検診日程】 
場 　 所 実施日 受付時間
萩 原 集 会 所 ６月20日㈬ ９:00～９:30
老人福祉センター

６月29日㈮
９:00～９:30

里 浦 集 会 所 13:30～14:00※肺がんのみ

老人福祉センター
７月９日㈪

９:00～９:30
大津中央公民館 13:30～14:00※肺がんのみ

　詳しくは、広報なると４月号に掲載しています。検診を希望される方は
市役所健康づくり課へご連絡ください。

もしマムシに噛まれたら…

がん検診のご案内

６月２日（土） 8：30～12：30
７月７日（土） 8：30～12：30

お元気ＳＵＮROOM

6月13日（水）9：30～
（鳴門市役所共済会館 3F 大会議室、小会議室）

聴力検査

③フッ化物塗布をして、歯を強くする…フッ化物塗布を
している歯は、塗布をしていないむし歯菌の出す酸に対
してより強くなり、むし歯になるのを防ぎます。
※市では、むし歯予防のために、1歳６か月健診を受診した
お子さんに『フッ化物塗布受診票』を配布しています。まだ、
受診票を利用していない方は有効期限（２歳の誕生日の前
日）までに歯科医療機関を受診しましょう。

むし歯になりやすい歯
①大人よりも子どもの歯…乳歯や生えたばかりの永久歯
は、歯のエナメル質がもろく、歯垢中で酸や毒素があまり
作られなくても、すぐに歯の表面が溶けだしてしまいます。
②前歯よりも奥歯…奥歯は、飲み込みや
すくすりつぶすために四角くて凹みや溝
が多くありますが、そこには食べかすが
停留しやすく、歯垢を作りやすい環境に
なります。特に、上奥歯の内側と下の奥
歯の外側は要注意です。
③前歯は上側に注意…下の前歯の裏側に
はだ液を分泌する大きな腺があり、常に
だ液が出ているため、虫歯になりにくい
のですが、逆に上の前歯はだ液の流れを
受けにくく、特に乳幼児期では最初に虫
歯になりやすい場所です。

６月４日はむし歯予防デー
　むし歯や歯周病をはじめとする歯と口腔の病気は、全
身のさまざまな健康状態と密接に関連することが分かっ
ています。健康に毎日を過ごすためには、まず歯と口の
中の状態を良好に保つことが、大切な条件になります。
むし歯について知ろう
　むし歯は、口の中にいる
ミュータンス菌という細菌
と食事の食べかす、だ液の
分泌が少ない、治療をせず
に放置した時間の経過など
多くの要因から発生しま
す。これらの要因が生活習
慣病と深く関係しているため、最近では生活習慣病の一
つとさえ言われています。
むし歯予防のためのポイント
①糖分の摂取回数を控えめにする…むし歯の養分になる
ものをできるだけ少なくし、菌の繁殖を抑えましょう。
②むし歯を減らす…一般的な方法はブラッシングです。寝
る前は必ず、また、食前・食後は歯みがきをする習慣をつ
けましょう。

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜　午後６時～11時まで
　日曜・祝日　午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
６月３日 原 田 内 科 矢 倉 内 ･ 消 ･リハ  685・3351

10日 小 川 病 院 南 浜 内 ･ 呼 ･ 消 686･2322
17日 斎藤整形外科 小桑島 整 ･ リハ ･ リウ 685･5811
24日 勝 良 医 院 斎 田 内 ･ 小 ･ 胃 686･1216

７月１日 斎 藤 医 院 牛屋島 内 ･ 外 ･ 麻 689･0151

弱い歯

虫歯菌
（ミュータンス）

虫
歯

時間の経過
（治療を　　　

しないで放置）

食べかす
（歯の表面に

残った糖分）

虫歯になりやすい所
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  　　   徳島ヴォルティス
　 　 　「四国ダービー」開催!!

　スタジアム前では四国ダービー祭りが開催され、
四国の伝統芸能の披露やＢ級グルメの販売など、
さまざまな催しが行われますので、皆さんぜひス
タジアムへお越しください。

【と　　き】 ６月17日（日）
　　　 　　午後６時30分キックオフ
　　　   　 （午後４時30分開場）

【と　こ　ろ】 鳴門・大塚スポーツパーク　
　　　　　 ポカリスエットスタジアム

【内　　容】 徳島ヴォルティス VS 愛媛FC
　　　　    四国ダービー祭り
　　　　    ◆ゆるキャラ大集合！
　　　　    ◆四国の伝統芸能大集合！
　　　　    ◆Ｂ級グルメ大集合！

【注意事項】 缶・ビンの持ち込みはできませんので、
　　　　　 あらかじめご了承ください。

【問い合わせ】市役所観光振興課（☎684・1157）

〜がんばれ！ 徳島ヴォルティス〜
ポカリスエットスタジアムでの６月のゲーム日程
・６月９日（土）午後４時～　対 横浜FC
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主な練習場所／連絡先（電話番号）

うずしお連 松茂環境センター周辺
／土佐（☎080・4033・9050）

渦 月 連 文化会館周辺
／横関（☎090・8976・6052）

太 閤 連 鳴門市ドイツ館
／藤田（☎689・0380）

鳴門浮々連 文化会館前および老人福祉セン
ター３階／玉井（☎686・1132）

満 月 連 大麻中学校　柔剣道場
／鉄野（☎689・0447）

鳴 潮 連 パワーシティ駐車場
／事務所（☎686・4628）

　鳴門市阿波踊振興協会の指導で、男女の踊りと鳴り
物（笛・三味線）の教室を開催します。参加は無料で、
各パートに分かれて指導・練習を行いますので、初め
ての方でも安心して参加できます。

【と　　き】 ６月18日（月）～21日（木）、 25日（月）
　　　　　 ～28日（木）計８日間
　　　　　 午後７時30分～8時45分

【と　こ　ろ】 老人福祉センター３階会議室
【備　　考】 鳴り物は各自ご持参ください
【指　　導】 鳴門市阿波踊振興協会所属連
【申し込み】 はがき、またはFAXにて受講種目・住所・
　　　　　 氏名・年齢・電話番号をご記入の上、６月
　　　　　 15日（金）までに〒772-0003 鳴門市撫養町
　　　　　 南浜字東浜31-36 鳴門市観光協会
　　　　　 （☎684・1731、FAX684・1732）へ。

阿波おどり鳴り物教室の開催

阿波おどり連員募集
　鳴門市阿波踊振興協会所属連では、連員を募集して
います。一緒に阿波おどりを楽しみませんか。経験者
はもちろん初心者も大歓迎です。

写真提供：徳島ヴォルティス 
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